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２０１４年１２月１７日 

 
東北復興・「新しい東北」の方向性と「価値共創ビジネス」の展開について 

－ 一次産業を中心に －（メモ） 
中央大学 木立真直 

 
１、はじめに－東北復興・「新しい東北」とソーシャル・ビジネス－ 
 
○日本の社会が直面する基本課題 
  Ａ．「失われた20年」 Ｂ．人口減・高齢化＝成熟社会 Ｃ．災害大国日本＝備え・共助 
 
○「新しい東北」を担うソーシャル・ビジネスとしての要件 

（注；『「新しい東北」の創造に向けて』を修正） 
①子育て支援 ～ 人口維持と女性の活躍機会の確保 
②高齢者の役割 ～ 社会から守られる面（医療、介護）と社会を支える面 
③地域資源の活用と発信力 ～ 土地や地域特産物、景観、人材と技術 
④イノベーションと交流～ 科学的な安全性確保と風評被害対策におけるコミュニケーション 
⑤社会基盤の頑健性と回復性～小売・外食・給食施設、加工・物流施設、「まちの整体」(森傑氏) 
⑥社会の持続性 ～ 自立・分散型エネルギー社会 
 

→「新しい東北」を担うソーシャル・ビジネスとしての価値共創ビジネスは、これらのうち複数の

課題を同時達成するものでなければならない。 
 
２、一次産業における「価値共創」連携と食をめぐる「価値」の多様化 
 
○一次産業における「価値共創」連携の一般的パターン 
Ⅰ）地域内連携型：例）直売店、加工、農漁家レストラン →ニッチ型ＳＣ（※産地規模にもよる） 
Ⅱ）地域間連携効率追求型：例）物流改善、情報化、トレーサビリティ → マス型ＳＣ 
Ⅲ）地域内外連携高付加価値追求型：例）伝統的地域産品の再生、高付加価値新商品の開発 

→ニッチ型＋マス型ＳＣ 
＊現実には、この３類型が明確に区分されるわけではなく、重複しつつ展開している。 
 
○食市場のトレンドと食提供をめぐる「価値」の多様化 
・小売市場：ＰＢ強化＝協働による品質差別化 直売所＝鮮度やローカリティ、希少性 

コンビニやネット宅配の伸長＝利便性 
・外食市場：単身者や高齢者＝利便性、サードプレースや交流 病院・介護施設給食＝健康  

食材費比率の見直し（引き上げ）＝本物志向 
・中食市場＝調理食品：拡大基調の唯一の食市場 地域性・小規模性、おいしい・健康・飽きない 
 
＊それぞれの市場への他業種からの参入＝食市場の融合化 
＊消費者に提供する「価値」は多様→川下の業種・業態によって、求める商品やサービスが異なる 
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３、先導モデル事業についてのコメント－ビジネスモデルの社会性・先導性と事業基盤－ 
 
○福島県二本松市：グリーンツーリズム・・・「交流」（③、④） 
・都市と農村の交流。古くて新しい取り組み 
Ｐ、農園や民宿、郷土料理の継承の担い手に高齢者や女性が位置づけられる（①、②） 
・アルコールツーリズムとはいえ「酒蔵めぐり」は各地に多い→Ｐ、差異性・訴求力があるか？ 
 
○福島県金山町：「限界集落」での高齢者による赤カボチャのブランド化・・・「品質」（②、③） 
・地域資源としての「奥会津金山赤カボチャ」（食味、色、栄養価で高い市場評価）→新規就農へ 
→ 品質基準管理の導入＝ブランド化の基礎！ Ｐ、ブランドを具体的に管理する組織が必須 

Ｐ、菓子などの加工品開発と販路戦略は？製造や小売、給食事業者との連携が必須 
 
○福島県郡山市：地域野菜のブランド化と包括的情報発信システム・・・「ブランド」「可視性」 
・地域ブランド野菜の価値基準（安全性、栄養価、食味）を産地からＩＴにより発信（③、④） 
Ｐ、「郡山ブランド野菜協議会」の運営体制とブランド管理が必要 
Ｐ、ＰＲ効果の大きい有名シェフなどとのコラボを継続できる人材や体制の確保＝持続性 
 
○福島県白河市：中山間地における「植物工場」・・・「安定性」（数量、価格、品質）（⑤） 
・風評被害に有効な対策＝植物工場（露地では消費者の懸念が払拭できない）（④） 
・レタスに加え白菜や機能性野菜の栽培 Ｐ、品質と価格？→ユーザーのニーズとの擦り合わせ 
Ｐ、事業実施主体が農協。Ｐ、農業者や高齢者や女性などの関与は？（①、②） 
 
○宮城県多賀城市：「ハーブ」一大産地化プロジェクト・・・「新奇性」「安らぎ」 
・ハーブの成長性と収益性＝ニッチ商品でマスを追求 Ｐ、一大産地というときの数値目標は？ 
Ｐ、具体的な品目は？生産技術と担い手は？被災者の雇用 →女性や高齢者の雇用（①、②） 
Ｐ、オイルやアロマ関連商品の開発力→製造提携先は？ Ｐ、参入障壁は？ 
 
○岩手県：漁業資源を起点とした「地域内多業種水平連携」・・・「地域資源の利活用」 
・域内の多様な小ロットの一次産品をＣＡＳ冷凍により商品開発＝技術革新の適用（③、④） 
・消費者にとっての利便性や食の多様性（①、②） Ｐ、供給先とチャネルの確保 
Ｐ、商品開発力は？開発主体は「漁師のおつまみ研究所」か？ 
 
４、まとめ 
 
●「新しい東北」を担う価値共創ビジネスとは？ 
・「成長」（売上高至上主義の「膨張」）ではなく「安定性・持続性」を重視した事業モデル 

地域市場、地方市場、全国市場、そして輸出戦略を展望（←不確実性の高まり） 
＊国内市場での優位性の強化が、中長期的には、海外（先進国、および途上国）市場における競

争優位の源泉を生み出すことにつながる 
・地域連携価値共創事業モデルの３つのパターン 

①マスの実現（大規模事業者との連携）②ニッチの集積によるマスの実現（生業的経営＋大規

模事業者） ③ニッチへのこだわり（生業的経営、中小事業者との連携） 
・究極的には、生産の多様性と消費の多様性を結合し、地域の持続可能性を高めていくことが課題 
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